
は
じ
め
に

私
は
一
九
九
六
年
九
月
よ
り
一
九
九
七
年
八
月

ま
で
一
年
間
、
勤
務
校
の
学
外
研
究
と
し
て
、
パ

リ
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
た
。そ
し
て
パ
リ
北（
パ

リ
十
三
）大
学
の
人
文
社
会
科
学
部
心
理
学
科
で

講
義
・
ゼ
ミ
を
聴
講
し
、
一
年
間
と
い
う
短
い
期

間
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
教
育

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
や
高
等

教
育
の
大
衆
化
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
へ
の
現
象

は
、
多
く
の
先
進
国
に
共
通
に
み
ら
れ
る
現
象
で

あ
る
が
、
日
本
と
異
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育

制
度
の
特
徴
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
の
現
状
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

高
等
教
育
へ
の
進
学
率

フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
に
は
、
今
、
さ
ら
な
る

著
し
い
大
衆
化
が
展
開
し
て
い
る
。
す
で
に
七
〇

年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
急
速
に
大
衆
化
が

進
み
、
教
員
数
や
施
設
な
ど
、
学
生
の
受
け
入
れ

体
制
が
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
九
〇
年
代

以
降
も
さ
ら
に
進
学
率
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い

る
。今

か
ら
十
年
前
の
一
九
八
八
年
度
の
バ
カ
ロ
レ

ア（
中
等
教
育
終
了
認
定
の
資
格
試
験
で
あ
る
と

同
時
に
高
等
教
育
へ
の
入
学
資
格
試
験
―
―
通
称

バ
ッ
ク
）取
得
者
数
が
、
約
三
十
一
万
四
千
人
で
、

同
一
年
齢
層
の
若
者
人
口
の
三
六
％
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
昨
年
一
九
九
七
年
六
月
に
行
わ
れ
た
バ

カ
ロ
レ
ア
の
総
受
験
者
数
は
、
約
六
十
二
万
八
千

人
で
、
な
ん
と
二
倍
に
増
え
て
い
る（
内
訳
は「
普

通
バ
カ
ロ
レ
ア
」が
三
十
五
万
五
千
六
百
人
、「
技

術
バ
カ
ロ
レ
ア
」
が
十
七
万
五
千
六
百
人
、
「
職

業
バ
カ
ロ
レ
ア
」が
九
万
七
千
人
）。
こ
の
数
は
、

同
年
代
の
若
者
の
約
八
〇
％
に
相
当
す
る
。
今
年

は
そ
の
七
五
％（
四
十
七
万
一
千
人
）が
合
格
し
、

合
格
率
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。今
や
同
一

年
齢
人
口
の
六
割
以
上
の
若
者
が
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
な
ん
ら
か
の
高
等
教
育
機
関
に
進
学
し
、

同
年
齢
の
三
人
に
一
人
が
大
学
に
進
学
す
る
時
代

を
迎
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
日
本
よ
り
進
学
率

は
か
な
り
低
い
と
い
っ
た
認
識
は
す
で
に
過
去
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
人
口
約
五
千
七

百
万
人
の
フ
ラ
ン
ス
の
出
生
数
は
戦
後
か
ら
一
九

七
〇
年
代
ま
で
八
十
数
万
人
台
で
推
移
し
、
七
〇

年
代
以
降
は
減
微
傾
向
に
あ
り
、
九
〇
年
代
は
七

〈フランス〉

亀谷 和史

高等教育の
急激な大衆化現象

私のみた
海外の大学事情
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十
一
〜
七
十
二
万
台
で
推
移
し
て
い
る
。

表
１
は
、
一
九
九
六
〜
七
年
度
の
高
等
教
育
の

在
籍
者
数
で
あ
る
。
女
子
の
割
合
も
一
九
八
一
年

以
降
、
男
子
を
追
い
越
し
、
大
学
一
年
生
で
六
二

％
、
四
年
生
で
五
四
％（
一
九
九
二
年
）と
男
子
を

上
回
っ
て
い
る
。（
表
２
）

バ
カ
ロ
レ
ア
と
は

フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
語
る
と
き
、

ま
ず
入
口
論（
選
抜
・
入
学
制
度
）と
し
て
、毎
年
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
バ
カ
ロ
レ
ア
に
つ
い
て
ふ

れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

バ
カ
ロ
レ
ア
の
歴
史
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
ナ

ポ
レ
オ
ン
帝
政
期
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

二
百
年
の
歴
史
を
も

つ
。時
代
と
と
も
に
、

そ
の
制
度
は
量
的
面

で
も
質
的
面
で
も
変

っ
て
き
た
が
、
こ
れ

ま
で
長
い
間
、
一
部

の
エ
リ
ー
ト
の
た
め

の
高
等
教
育
進
学
の

資
格
試
験
と
し
て
機

能
し
つ
づ
け
て
き

た
。
一
九
七
〇
年
で

は
五
人
に
一
人
が
バ

カ
ロ
レ
ア
を
取
得
し
て
い
た
。
そ
れ
が
政
府
に
よ

る
拡
大
政
策
も
あ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
こ
こ
数

年
の
間
に
同
年
齢
の
約
八
割
の
若
者
が
受
験
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
バ
カ
ロ
レ
ア
は
、
最

近
も
数
年
ご
と
に
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
種
類
も
複

雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
現
在
で
は
、
「
普
通

バ
カ
ロ
レ
ア
」、
「
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
」、
そ
し
て

一
九
八
五
年
に
創
設
さ
れ
た
「
職
業
バ
カ
ロ
レ

表１ フランスの高等教育在籍者数（１９９６～１９９７年）
（“Quid”Robert Laffont．1997より作成）

表２ 大学での修了証書獲得者における女子の割合
（“SOS Universit�”199２．ｐ．49より）

１９９０

６１．４

５３．１

７７．０

４２．６

６２．１

５８．０

５１．９

７１．４

３４．３

５４．２

１９８９

６０．８

５７．２

７６．０

４１．７

６１．６

６０．１

５０．１

７１．１

３５．６

５４．５

１９８５

５７．８

５０．７

７３．０

４０．８

５９．０

５６．２

４４．８

６７．２

３３．４

５１．１

１９８２

５５．３

４６．１

７０．８

３８．６

５７．０

５３．６

４０．５

６６．１

３４．５

５０．７

大学２年次 法学

（バカロレア 経済学

取得２年後） 文学

自然科学

全体

大学４年次 法学

（バカロレア 経済学

取得４年後） 文学

自然科学

全体

１，３９３，８００人

２２８，１００人

１０６９００人

８０，２００人

９１，６００人

77，３００人

１，９５２，７００人

大学

（内訳） 第一課程：６８０，０００人

第二課程：５０１，９００人

第三課程：２１１，９００人

リセ附属上級技術専攻科（ＳＴＳ）

工業技術短期大学（ＩＵＴ）

リセ附属グランド・ゼコール準備学級

教員養成大学機関（ＩＵＦＭ）

その他の高等教育機関合計

合計（＊一部大学在籍重複者を除く）
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ア
」
の
三
つ
に
大
き
く
分
れ
て
い
る
。
一
九
九
五

年
度
の
新
た
な
改
革
に
よ
っ
て
、
「
普
通
バ
カ
ロ

レ
ア
」
は
、
専
門
別
に
人
文
系
・
経
済
社
会
系
・

自
然
科
学
系
の
三
種
類
、
「
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
」

は
九
種
類
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
革
の

流
れ
は
、
高
等
教
育
の
門
戸
を
す
べ
て
の
若
者
に

開
く
と
い
う
方
向
で
行
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

今
や
バ
カ
ロ
レ
ア
は
ま
さ
に
フ
ラ
ン
ス
の
「
国

民
的
行
事
」
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
若
者
に
と
っ

て
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
い
え
る
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
毎
年
、
地
域
別
、
高
校
別
の
バ
ッ
ク
合

格
率
が
新
聞
で
も
必
ず
話
題
に
な
る
。
人
口
が
日

本
の
半
分
以
下
の
国
で
、
日
本
の
大
学
セ
ン
タ
ー

受
験
者
よ
り
多
い
六
十
万
人
以
上
の
若
者
が
全
国

一
斉
に
同
じ
試
験
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ど

の
程
度
の
規
模
の
試
験
か
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ

う
。ま

た
そ
の
試
験
問
題
に
も
フ
ラ
ン
ス
的
特
徴
が

見
ら
れ
る
。「
母
国
語
」（＝

フ
ラ
ン
ス
語
）重
視
、

論
理
重
視
の
お
国
柄
で
、リ
セ
の
最
終
学
年
に「
哲

学
」
が
必
修
科
目
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

た
と
え
ば
「
普
通
バ
カ
ロ
レ
ア
」
の
人
文
系
の
試

験
で
は
、
リ
セ（
高
校
）の
第
二
学
年
を
終
了
し
た

時
点
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
四
時
間
の
筆
記

試
験
と
二
十
分
の
口
述
試
験
が
あ
る
。そ
の
上
で
、

最
終
学
年
を
終
え
た
時
点
で
、
哲
学（
四
時
間
）、

数
学（
三
時
間
）、歴
史
・
地
理（
三
時
間
二
十
分
）、

第
一
外
国
語
ま
た
は
古
典
語（
三
時
間
）の
筆
記
試

験
と
、
第
二
外
国
語
ま
た
は
第
二
古
典
語
の
口
述

試
験（
二
十
分
）と
が
あ
る
。
哲
学
の
試
験
問
題
が

日
本
で
も
と
き
ど
き
紹
介
さ
れ
る
が
、
今
年（
九

七
年
度
）は「
想
像
と
現
実
は
相
反
す
る
も
の
か
」、

「
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
こ
と
以
外
は
真
実
で
は

な
い
の
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
若
者
は
、
基
本
的
に
は
、
バ
カ
ロ

レ
ア
取
得
後
、
そ
の
取
得
科
目
と
成
績
を
考
慮
し

「
バ
ッ
ク
＋
○
年
」
で
ど
の
よ
う
な
資
格
が
と
れ

る
か
を
考
え
て
、
進
路
を
決
定
し
て
い
く
。

超
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
と
し
て
の

グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル

次
に
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
語
る
と

き
、
エ
リ
ー
ト
養
成
の
人
材
選
別
機
関
と
し
て
機

能
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル（
高
等
専
門

学
校
）に
つ
い
て
ふ
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
大
学
以
外
の
高
等
教
育
の
シ
ス
テ

ム
は
、
大
変
複
雑
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
全

国
に
八
十
以
上
あ
る
国
立
大
学
と
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ

コ
ー
ル
の
二
元
的
シ
ス
テ
ム
と
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
と
一
言

で
い
っ
て
も
、
国
立
も
あ
れ
ば
私
立
も
あ
り
、
そ

の
数
も
約
三
百
以
上
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
種
類

も
水
準
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
な
か
で
超
難
関
の
エ
リ
ー
ト
校

が
専
門
別
に
十
数
校
あ
る
。
日
本
で
は
「
高
等
専

門
学
校
」
と
訳
さ
れ
た
り
す
る
た
め
、
そ
の
エ
リ

ー
ト
性
が
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
と

え
ば
多
く
の
思
想
家
や
哲
学
者
を
輩
出
し
て
い
る

高
等
師
範
学
校（
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
・
シ
ュ

ペ
リ
ウ
ー
ル
）、
国
防
省
管
轄
で
軍
人
や
エ
リ
ー

ト
技
術
者
養
成
の
理
工
科
学
校（
エ
コ
ー
ル
・
ポ

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
）、
企
業
幹
部
養
成
の
高
等
商
業

学
校（
Ｈ
Ｅ
Ｃ
）、
戦
後
創
設
さ
れ
、
今
や
多
数
の

中
央
官
僚
・
政
治
家
を
う
み
だ
し
て
い
る
総
理
府

直
属
の
国
立
行
政
学
院（
Ｅ
Ｎ
Ａ
）な
ど
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
国
立
の
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
の
学
生
に

は
公
務
員
試
補
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
入
学
定
員

は
少
数
で
在
学
機
関
は
通
常
三
年
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
に
入
学
す
る

た
め
に
は
、
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得
後
、
ま
ず
リ
セ
附

属
の
二
年
間
の
準
備
学
級
に
進
学
し
、
難
関
な
選

抜
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
あ
る

い
は
、
大
学
の
第
一
課
程
か
ら
優
秀
な
成
績
で
終

了
し
た
時
点
で
入
学
す
る
こ
と
も
で
き
る
。）こ
の

準
備
学
級
に
入
る
こ
と
自
体
む
ず
か
し
く
、
中
学

・
高
校
の
成
績
と
バ
カ
ロ
レ
ア
の
成
績
で
決
め
ら

れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
構
造
は
、
よ
く
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
に
た
と
え
ら
れ
る
。
そ
の
頂
点
に
あ
る
の
が
、

こ
れ
ら
の
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
で
あ
り
、
以
前

か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
階
層
を
固
定
化
し
、
少
数

エ
リ
ー
ト
の
再
生
産
機
能
を
は
た
し
て
い
る
と
批

判
さ
れ
て
き
た
。
が
、
そ
の
改
革
は
依
然
と
し
て

手
が
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
な
お
中
央
官
僚
や

財
界
で
強
固
な
学
閥
・
人
脈
が
維
持
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
の
滞
在
中
も
、
政
府
が
地
方
分
散
策
と

し
て
、
国
立
行
政
学
院（
Ｅ
Ｎ
Ａ
）の
学
生
は
卒
業

後
二
年
間
、
地
方
に
あ
る
国
の
機
関
ま
た
は
地
方

自
治
体
で
職
務
に
つ
く
こ
と
を
義
務
化
す
る
案
を

発
表
し
た
が
、
早
速
Ｅ
Ｎ
Ａ
卒
業
生
で
つ
く
る
協

会
が
「
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
教
育
は
中
央
政
府
の
職
務
に
就

く
た
め
の
も
の
」
と
い
う
理
由
で
反
対
の
意
向
を

表
明
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
制
度

周
知
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
は
、
小
学
校
か
ら
落

第
が
あ
る
。
大
学
も
ま
た
、
他
の
欧
米
大
学
と
同

様
に
、
入
る
は
易
し
、
出
る
の
は
至
難
の
業
で
あ

る
。
日
本
の
よ
う
に
皆
が
皆
、
大
学
に
入
学
し
て

同
じ
よ
う
に
四
年
間
で
卒
業
し
て
い
く
と
い
う
わ

け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。先
に
述
べ
た
よ
う
に「
バ

ッ
ク
＋
○
年
」
で
取
得
で
き
る
資
格
を
考
え
、
実

社
会
に
で
て
い
く
。
ま
た
資
格
が
と
れ
な
け
れ
ば

そ
の
段
階
で
進
級
・
進
学
を
あ
き
ら
め
、
就
職
を

考
え
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
は
す
べ
て
国
立
で
、
パ
リ
大

学
は
全
部
で
十
三
、
主
要
地
方
都
市
に
一
校
以
上

の
割
合
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
学
部
が
設
置
さ
れ

て
い
る
か
は
大
学
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

（
詳
し
く
は
、
『
辞
典

現
代
の
フ
ラ
ン
ス
』
大

修
館
書
店
の
「
二
十
三
章
教
育
」
の
「
大
学
別
第

一
課
程
・
第
二
課
程
一
覧
表
」
を
参
照
）。
ま
た

女
子
校
は
な
い
。
登
録
料
以
外
は
、
学
費
は
無
償

で
あ
り
、
奨
学
金
の
制
度
も
充
実
し
て
い
る
。
学

生
の
多
く
は
、
親
の
援
助
と
奨
学
金
、
そ
れ
に
バ

カ
ン
ス
期
間
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
生
活

費
と
学
費
を
や
り
く
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

大
学
の
教
育
課
程（
階
梯
）は
三
つ
に
分
か
れ

る
。
第
一
課
程
は
二
年
間
で
、
大
学
一
般
教
育
課

程
免
状（
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｇ
と
略
さ
れ
る
）が
取
得
で
き

る
。
こ
の
大
学
一
般
教
育
課
程
免
状
を
取
得
し
な

け
れ
ば
次
の
第
二
課
程
に
は
進
学
で
き
な
い
。
第

二
課
程
は
、
日
本
の
大
学
の
三
年
と
四
年
に
あ
た

り
、
三
年
生
で
学
士
号（licence

）、
四
年
生
で
修

士
号（m

aîtrise

）が
取
得
で
き
る
。

第
三
課
程
が
日
本
の
大
学
院
に
相
当
し
、
専
門

分
野
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
主
に
一
年
間
で
就
職
に
む
け
て
専
門

的
研
究
を
深
め
る
コ
ー
ス
と
し
て
「
高
等
専
門
研

究
免
状（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
」
の
コ
ー
ス
、
研
究
者
養
成

－５５－



コ
ー
ス
と
し
て
「
高
度
研
究
免
状（
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
」
を

取
得
で
き
る
コ
ー
ス
が
あ
る
。
研
究
者
を
め
ざ
す

者
は
、
こ
の
後
さ
ら
に
研
究
を
続
け
、
原
則
と
し

て
一
年
な
い
し
二
年
間
で
博
士
論
文
を
仕
上
げ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
中
・
高
等
教
育
教
授
資

格（agr�gation

）の
取
得
が
必
要
で
あ
る
。
限
ら

れ
た
高
等
教
育
の
教
員
ポ
ス
ト（
約
六
万
人
）に
就

く
た
め
に
は
、
何
年
も
の
非
常
勤
の
経
験
と
業
績

が
求
め
ら
れ
、
日
本
の
オ
ー
バ
ー
・
ド
ク
タ
ー
同

様
、
非
常
に
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
教
員
の
定
年
は
七
十
歳
で
、
教

授
職
の
任
期
制
は
な
い
。

学
生
の
学
習
・
進
級
状
況

九
〇
年
代
の
著
し
い
学
生
数
の
増
加
の
な
か

で
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
多
く
の
学
生
が
、
学
業
不
振

や
進
路
変
更
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
バ
カ
ロ
レ

ア
を
取
得
し
さ
え
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は
、
大
学

の
第
一
課
程
に
書
類
審
査
等
な
し
で
入
学
は
で
き

る
。
し
か
し
、
定
員
の
関
係
で
必
ず
し
も
希
望
す

る
学
部
・
学
科
に
い
け
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

多
く
の
不
本
意
入
学
や
退
学
す
る
学
生
が
出
て
き

て
い
る
。
急
激
な
学
生
数
の
増
加
に
よ
る
施
設
の

不
備
、
教
員
不
足
、
履
修
指
導
・
進
路
指
導
等
の

教
育
体
制
の
不
十
分
さ
が
問
題
と
な
り
、
以
前
か

ら
改
革
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
第
一

課
程
で
あ
る
。

日
本
人
向
け
の
週
刊
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
も
次
の

よ
う
な
学
生
の
学
業
不
振
の
実
態
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
（
「
仏
社
会
検
証
・
大
学
入
学
生
の
試
練
」

『
ニ
ュ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
一
九
九
六
年
十

月
二
十
五
日
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
三
年

度
の
教
育
省
の
統
計
で
、
全
国
二
十
七
万
人
の
大

学
新
入
生
の
う
ち
、
約
六
万
五
千
人
が
入
学
後
数

カ
月
で
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
挫
折
し
大
学
を
去

り
、
さ
ら
に
学
部
・
学
科
に
も
よ
る
が
、
残
っ
た

新
入
生
の
約
八
五
％
が
留
年
し
、
も
う
一
度
一
年

生
を
や
る
そ
う
で
あ
る
。ま
た
一
年
生
の
時
点
で
、

一
万
四
千
人
の
学
生
が
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
、

学
部
・
学
科
変
更
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
五

七
％
の
学
生
が
希
望
し
な
い
大
学
あ
る
い
は
学
部

・
学
科
に
在
籍
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
自
分
の
専
門
研
究
の
成

果
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
大
講
義
で
教
授
す
る
旧
態

依
然
の
マ
ス
プ
ロ
教
育
に
も
一
因
が
あ
る
よ
う

だ
。
筆
者
も
、
あ
る
心
理
学
関
係
の
二
百
人
ほ
ど

の
三
年
生
の
講
義
を
聴
講
し
た
際
、
後
の
方
で
私

語
が
恒
常
的
に
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。
学
生
の

個
人
的
関
心
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
画
一
的
な

マ
ス
プ
ロ
教
育
は
、
以
前
か
ら
ず
っ
と
問
題
に
な

っ
て
い
て
、
各
大
学
で
大
学
院
生
に
よ
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
を
導
入
し
た
り
、
履
修
や
進
路
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指
導
の
制
度
を
設
け
た
り
し
て
改
善
が
行
な
わ
れ

つ
つ
あ
る
。

学
生
の
就
職
状
況

フ
ラ
ン
ス
は
日
本
以
上
に
学
歴
・
資
格
社
会
で

あ
り
、ど
の
よ
う
な
デ
ィ
プ
ロ
ム（
学
業
終
了
証
）

を
取
得
し
た
か
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
就
職
と
給
与

に
響
く
社
会
で
あ
る
。
就
職
活
動
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
学
歴
・
資
格
を
有
す
る
か
が
決
定
的
で
あ

る
。
一
部
の
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
の
学
生
は
別

と
し
て
、
学
生
の
就
職
は
、
失
業
問
題
と
あ
い
ま

っ
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
は
卒
業
年
度
に
日
本
の
よ

う
に
求
人
票
が
き
た
り
、
就
職
課
が
あ
っ
て
就
職

を
紹
介
・
斡
旋
し
て
く
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
。
ま
た
学
生
も
大
学
在
籍
中
は
就
職
活
動
を
し

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
終
了
試
験
が
厳
し
く
、
そ
の

成
績
が
就
職
条
件
に
直
接
反
映
す
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
は
、
日
本
の
学

生
に
比
べ
て
各
段
に
よ
く
勉
強
す
る
よ
う
で
あ

る
。
就
職
は
個
人
の
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
卒
業
後
、

自
分
で
企
業
と
個
別
に
契
約
を
行
な
う
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
企
業
も
取
り
た
い
と
き
に
学
生

を
採
用
す
る
の
で
、
日
本
の
よ
う
に
年
度
始
め
の

集
団
就
職
や
入
社
式
は
な
い
。

就
職
の
際
に
は
、
「
最
低
賃
金
点
数
制
」

（coefficient

）と
い
う
制
度
が
労
使
の
取
り
決
め

で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
デ
ィ
プ
ロ
ム
の
成
績
と
特
技

が
点
数
化
さ
れ
て
賃
金
に
反
映
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
英
語
が
話
せ
る
と
特
技
と
し
て
加
算
さ
れ
た

り
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
失
業
率
は
、
一
二
〜
一
三
％
で
あ

る
が
、
若
者
の
失
業
率
は
そ
の
倍
に
の
ぼ
る
と
い

わ
れ
る
。
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
の
若
者
の
四
人

に
一
人
が
定
職
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の
数
は
七
十

五
万
人
を
数
え
て
い
る
と
い
う
。
若
者
の
失
業
率

の
増
加
は
、
大
き
な
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
シ
ラ
ク
大
統
領
自
ら
一
九
九
七
年
を
「
若

者
雇
用
の
年
」
と
定
め
、
多
様
な
雇
用
創
出
の
可

能
性
を
さ
ぐ
っ
て
き
た
が
、
事
態
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
学
歴
と
デ
ィ
プ

ロ
ム
取
得
を
め
ざ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
ま
す

ま
す
多
く
の
若
者
が
バ
カ
ロ
レ
ア
を
取
得
し
、
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
を
め
ざ
す
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
の
現
状
を
日
本

と
の
相
違
点
を
ふ
ま
え
て
指
摘
し
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
が
、
少

数
エ
リ
ー
ト
の
人
材
養
成
機
能
を
戦
後
、
一
貫
し

て
担
っ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
大
学
は
、
古
典
的
教

養
主
義
を
重
視
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
医
学
・
法

学
系
を
の
ぞ
き
、
実
業
的
な
専
門
職
養
成
の
機
能

を
十
分
に
は
た
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
す

な
わ
ち
伝
統
的
な
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
重
視
す

る
あ
ま
り
、
大
学
で
は
就
職
に
連
結
す
る
実
業
教

育
や
職
業
指
導
が
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
軽
視
さ
れ
て

き
た
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
大
学

に
応
用
科
学
技
術
部
門
の
理
工
学
部
や
商
学
部
が

な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
補
完
す
る
か

た
ち
で
、
工
業
技
術
短
期
大
学（
Ｉ
Ｕ
Ｔ
）や
技
術

リ
セ
特
設
の
上
級
技
術
専
攻
科（
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）が
そ
の

－５７－



機
能
を
担
っ
て
き
た
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
教
育
機

関
の
方
が
、
就
職
に
有
利
な
資
格
と
さ
れ
、
そ
の

点
に
関
し
て
は
実
社
会
で
も
評
価
が
高
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し
今
や
時
代
の
急
激
な
変
化
に
応
じ
た
改

革
案
が
年
々
出
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
は
急
激
な
大
衆
化
に
対
処

す
る
方
向
で
、
教
育
体
制
の
整
備
を
中
心
に
、
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

付
記‥

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
パ
リ

滞
在
中
、
資
生
堂
フ
ラ
ン
ス
副
社
長
の
荒
井
徹
氏

と
統
計
学
者
の
ヌ
ギ
ュ
ン
・
シ
ン
・
ナ
ン
氏
に
貴

重
な
お
話
を
う
か
が
う
機
会
を
得
た
。
こ
の
場
を

か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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